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１ 目的 

 アスベストは物理・化学的に極めて安定で，且つ紡

糸性に優れることから，吸音・断熱材として建築物あ

るいは工作物の吹きつけアスベスト等に多用されてき

た。中皮腫等の危険度が高い茶石綿（アモサイト），青

石綿（クロシドライト）の使用が禁止された 1975 年

以前の建築物の耐用年数が近づき，これら老朽化建築

物の除去・解体工事等が増加している。不適切な除去

工事等が安易に行われた場合には，アスベスト粉じん

による室内汚染や環境汚染の発生が懸念される。 
そこで，2009 年度は 1 事業所の解体現場周辺の環

境調査を行った。 

 

２ 方法 

２・１ アスベスト繊維計数方法 

アスベスト繊維の計数方法は，「石綿に係る特定粉

じんの濃度の測定法」（平成元年 12 月 27 日環境庁告

示第 93,以下,公定法）に準じ，光学顕微鏡を用いた方

法により実施してきた。また，アスベストモニタリン

グマニュアル（第 4 版改訂原案）においては繊維計数

の際に視野をランダムに選ぶこととなっていたが，外

周部分から中心部分に直線上にステージを移動させ計

数することになった。 

２・２ 解体現場周辺環境調査 

 公定法に準じ，解体現場の排気装置の排出口付近・

クリーンルーム前及び対象建築物等の周囲4方位の計

6 地点において，10Ｌ/分の流速で 4 時間試料大気を採

取した。 
２・３ 調査日 

 2009 年 11 月 24 日 
 
３ 結果 

３・１ 計数方法 

 公定法では直接検鏡し，計数する方法が示されてい

るが，液晶モニター画面を通しても直接検鏡とほぼ同

程度の精度での計数が可能であった。 
また，高濃度試料に対しては，液晶モニター画面を

通して計数する方が，直接検鏡よりも計数が容易であ

ったためこの方式を併用することにした。 
３・２ 測定結果 
 解体現場における測定結果は，表 1 のとおりであっ

た。 
 
 
                  表 １  アスベスト濃度測定結果                                             

測 定 地 点   アスベスト濃度 （ｆ／Ｌ） 
風  上（対象室外部）№１ ND 
風  上（対象室外部）№３ ND 
風  下（対象室外部）№２ 0.1 
風  下（対象室外部）№４ ND 
クリーンルーム前 0.3 
排   出   口 0.2 

                                  ND；検出下限値未満 
                                                                                                                                                                               


